


















役割】、 〔職業役割に対する意識〕、 〔病院の状況の予測〕、 〔病院の状況に対する気づかい〕、 〔病院
の災害マニュアル〕、 〔病院という場の社会的存在についての意識〕、 〔病院という場に対する愛
着〕、 〔家族の人格〕、 〔物質的サポート〕、 〔心理的サポート〕、 〔日常生活に翻ナる習慣〕の11要
因があった。一方、出勤を抑制する要因には. 〔家族の精神状態〕、 〔母親役割〕、 〔母親役割に対
する意識〕、 〔家族・親族に対する気づかい〕の4要因があった。そして、どちらの要因ともな
るものとして、 〔自分の被災状況〕、 〔家族・親族の被災状況〕、 〔家族構成〕、 〔通勤距離〕、 〔精神
状態〕、 【衝動〕、 〔勤務割衰〕の7要因があった。また、これらに影響を与えるものとして. 〔普
段にない括れ方であるという知覚〕、 〔地震の括れの有無〕、 〔地域の被災状況〕、 〔災害情報〕の4
要因があった。
危機的な状況下にある被災看護職者を理解する上で.特に重要であると思われたことは. 1 )
知覚には個人差があるため、現実世界の事象としては同じような環境にある看護職者を画一的に
とらえてはいけないこと. 2)看護職者は精神的に強いととらえてはいけないこと. 3)災害薄
着といわれる老人・子どもをもつ看護職者は、出勤するという意思決定を行うことが困難である
こと. 4)看護職者の心理的健康を考えると、必ずしも看護職の役割を遂行すべきであるという
ことを強調できない.という4点である。被災看護職者を理解する臥　各個人が大事であるとす
る要因にのみ着眼するのではなく、この4点を基本に、本研究で明らかとなった26の要因を理
解することが大切であると考える。
《総括》　災害時において、被災看護職者は援助者であるという期待を受けている。しかし、被
災看護職者は看護職者であるとともに.危機的な状況下にさらされているという認識を忘れては
ならない。輿.害間期である今.本研究の結果を理解することは、被災看護職者がおかれていた状
況を共有することにつながり、被災看護職者についての理解を深めるための一助となる.そして、
今後災害が発生した際、被災看護職者が出勤に関する意思決定を安心して行うことや.被災看護
職者に対する適切な援助を行うことに役立つと考える。しかし、面接によって過度なストレスが
かからないと判断した者を研究対象者としたため、本研究の結果は.すべての被災看護職者を含
んでいないという限界を念頭におかねばならない。また、本研究は阪神淡路大震災という同じ災
害の被災看護職者を対象としているため、今後一般化に向けて.阪神淡路大震災以外の自然災害
に被興した看護職者を対象とした調査を行う必要があると考える。
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